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63) Ii M, Wakasugi M, Nara I, Hashimoto M, Yasuda T. Characteristics of self-evaluation of trainees in ICMM (Immediate Care 
of Marine Medicine) . 4th Conference of Asia-Pacific Undersea and Hyperbaric Medical Society; 2019 Oct 25；中津．
64) 奥寺　敬．航空医療を取り巻く環境の変化と未来．第26回日本航空医療学会総会；2019 Nov 8；富山．
65) 奥寺　敬．大規模イベントにおける救急・災害医療-過去のアトランタ1996，長野1998の経験，そしてTokyo2020
に向けて．第22回日本救急医学会中部地方会学術集会；2019 Nov 23；浜松．（招待講演）








1) 奥寺　敬．海洋医療初期対応研修としての Immediate Care on Marine Medicine (ICMM)．第3回日本高気圧酸素・
潜水医学会ICMM プロバイダー研修会；2019 Jan 11；東京．（招待講演）
2) 奥寺　敬．ICLS研修における指導者の役割．第19回劔ICLS指導者養成研修会；2019 Jan 12；富山．
3) 奥寺　敬．JTASの地域救急医療における役割．秋田県第1回JTAS2017認定プロバイダーコース；2019 Jan 27；秋
田．（招待講演）
4) 奥寺　敬．Japan Triage and Acuity System (JTAS) と Artificial Intelligence (AI)．秋田大学救急医療講演会；2019 Jan 
27；秋田．（招待講演）
5) 奥寺　敬．心肺停止の初期対応研修-ICLSについて．第93回劔ICLSプロバイダー研修会；2019 Feb 17；富山．
6) 奥寺　敬．シミュレーション研修とISLS．第3回室蘭ISLS研修会；2019 Feb 23；室蘭．（招待講演）
7) 奥寺　敬．救急災害医療の最新の動向．室蘭災害・救急医療を考える会；2019 Feb 23；室蘭．（招待講演）
8) 奥寺　敬．神経蘇生研修としてのISLSの指導法．第1回室蘭ISLS指導者養成研修会；2019 Feb 24；室蘭．（招待講演）







13) 奥寺　敬．最新の救急医療とAI(人工知能)・ドローンの活用．救急医療研修会；2019 Apr 12；静岡．（招待講演）
14) 奥寺　敬，池田尚人，三浦邦彦，石山純三．海洋医療初期対応（ICMM）の概要．第4回日本高気圧酸素・潜水
医学会ICMM プロバイダー研修会；2019 Apr 13；静岡．（招待講演）






18) 奥寺　敬．ICLS研修の概要と学習目標．第94回劔ICLS研修会；2019 Jul 17；富山．
19) 奥寺　敬．ICLS研修の概要と学習目標．第96回劔ICLS研修会；2019 Sep 1；富山．
20) 奥寺　敬．脳卒中撲滅を目指して-脳卒中診療研修のあり方．日本脳卒中協会　ストップ！ NO卒中プロジェク
ト支部講演 in 秋田；2019 Sep 28；秋田．（招待講演）






23) 奥寺　敬．JTASと人工知能による救急相談システム．第5回脳・神経救急治療のABC；2019 Nov 10；名古屋．（招
待講演）
24) 奥寺　敬．オリンピック医療とは-アトランタ1996視察と長野1998医療救護ディレクターの経験より-．
FUKUSHIMA 集安災害に対する医療救護シンポジウム；2019 Nov 16；福島．（招待講演）
25) 喜熨斗智也，奥寺　敬，田中秀治．2020東京オリンピック・パラリンピックに向けたファーストエイド教育．
FUKUSHIMA 集安災害に対する医療救護シンポジウム；2019 Nov 16；福島．（招待講演）
26) 奥寺　敬．移植医療と脳死臓器提供について．富山大学附属病院臓器移植パネルディスカッション；2019 Dec 3；
富山．（招待講演）
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